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41. 1915 年 (連弾) I.ストラヴィーンスキイ《 3 つのやさしい小品》 

1914 年に勃発した第 1 次世界大戦のため 、スト ラヴィーンスキイ一家はスイス 

に移った。ロシア・バレエ団も戦争状態の中では活動できず仕事は減り、またス 

トラヴィーンスキイの出版社はほとんどが対戦国のドイツにあったため、 収入は 

益々減り生活は苦しくなっていった。混乱の中でも細々と作曲していた彼は、作 

曲の傍らロシア民謡を徹底的に研究することができ、 これらの素材から多くの曲 

が書かれた。この作品もその 1 つで、 ロシアの民族的な要素が強く感じられる。 

（演奏上の留意点）  

先生と生徒で演奏することを目的に書かれており、 珍しいことにプリモが先生 

役で、セコンドが生徒役になっている。 セコンドが生徒役の作品は西欧でも見ら 

れなかった。 学習中のピアニストが楽しんで学べるように課題が盛り込まれてい 

るが 、リ ズム 、旋 律の歌い方 、旋 律から外れたシニカルな音の表現が求められる。 

また、生徒が奏するセコンドのパートは左手だけでも演奏可能である 。【譜例 17】 

 
 

【譜例 17】 I.ストラヴィーンスキイ《 3 つのやさしい小品》116 第 1 曲マーチ（ bar.1 

～ 11） 
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